
ベベルリッピングガイド2000用  BRJ200
組み立て＆取り扱い説明書

警告 ご使用の前に必ずこの組み立て＆取り扱い説明書を良くお読みになり、製品について十分ご理解の上で、正しくご使用ください。

ベベルリッピングガイド2000用をワーク
センターMK3に取り付けるためには別売
アダプターキット(BRA270)が必要です。

別売り
アダプターキット(BRA270)

マイターゲージ溝

リア角度定規

フロント角度定規

フロントエッジサポート

リアエッジサポート

ワークパネル� � (Ａ) １
リアトラックアーム� (Ｂ) １
フロントトラックアーム�(Ｃ) １

小物部品袋
Ｍ４×10mm丸頭スクリューネジ�(Ｄ) ２
Ｍ４ロックナット� � (Ｅ) ２
Ｍ６×15mmコーチボルト� (Ｆ) ２
ラウンドノブ＆ナット� � (Ｇ) ２
ブリッジ（赤いゴム状プラグ図２参照） １

パーツリスト

組み立て
ワークパネル(Ａ)裏にたたんである角度定規を広げます。
リアトラックアーム(Ｂ)をリアの角度定規に､フロントトラック
アーム(Ｃ)をフロントの角度定規に､Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇのネジとナット
を用いてそれぞれ取り付けます。(図１参照)

この時､スムーズに角度調節ができるよう丸頭スクリューネジ(Ｄ)
は締めすぎないでください。

ワークセンターに取り付ける
丸ノコのプラグを抜き､さらにワークセンター本体のスイッチが
OFFになっていることを確認します。リップフェンスと透明安全
ガードを取り外します。透明安全ガードサポート(ガードを支え
ている金属部分)は取り付けておきます。丸ノコの切り込み深さ
調節でノコ刃の高さを最大に出してセットします。

丸ノコを取り付けているスライドシャーシがテーブル裏に確実に
ロックしているか確認してください。ベベルリッピングガイドを
90°にセットし､ワークセンターの左側(スイッチボックス側から

見て)からリップフェンストラックに差し込みます。ブリッジを
ノコ刃手前約10mmの位置に取り付けます。(図２参照)

ブリッジの収納位置

ブリッジ

図１

図２

１

Ａ

B

C

D
E

F

G





加工材を下に押さえるジグには､滑らないようにサンドペーパー
を貼り付けておきます。

５. 角の面取り
ベベルリッピングガイドを必要なだけノコ刃より離してセットし
作業をおこないます。この時、必ずノコ刃に対して平行になるよ
うにフロントとリアスケールの値を同じに合わせ確実にロック固
定しておこなってください。(図７参照)

６. より良い作業をおこなうために
フロントエッジサポートをノコ刃に近づけてセットすると､より
幅広く支持が得られます。(図８参照)

調整後はノコ刃がエッジサポートに当たらない事を確認しスクリ
ューネジを締め付けます。このセッティングでは角の面取り加工
はおこなえません。

※注意：ガイドを取り外す時は､フロントエッジサポートを元の
位置に戻してください。

７. コンパウンドマイターカット
コンパウンドマイタージョイント(例えば四角錐など末広がりな
ジョイント)ではワークセンター2000のマイターゲージが必要で
す。(図９参照)

１度目はワークセンターのテーブルソーモードでマイターゲージ
を使ってカットし、２度目はべべルリッピングガイドにセットし
てカットします。

コンパウンドマイターの角度計算は複雑です。次のページの表に
一般的なジョイントの角度を載せていますので参考にしてくださ
い。数式に当てはめて計算すればさまざまな角度のジョイント加
工がおこなえます。

コンパウンドマイタージョイントではマイターゲージとベベルガ
イドのセッティングに､関数で割り出した微妙な角度調節が必要
になります。

※注意：実際に加工材をカットする前に､不要な木材で十分なテ
ストカットをおこなってください。

加工材を下に
押さえるジグ
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